
豊田市コンサートホール・能楽堂新型コロナウイルス感染防止策チェック表 
 
 

  ※内容を確認の上、該当する項目にチェックを入れてください。 

  ※ご来館時（打合せなど）にご持参ください。 

内 容 
本番利用

チェック 

練習利用 

チェック 

１．施設利用における基本的な感染防止策 

すべての関係者に対し、基本となる８つ感染防止策を周知するとと

もに、必要となる措置を講じている □ □ 

２．公演開催における具体的な感染防止対策 

（１）事前調整 

①各公演ジャンルの統括団体等が作成したガイドラインの確認 
□ □ 

②予定する催しにおけるガイドラインを踏まえた上での具体的な
個々の措置と当館及び公演主催者との役割分担の確認 □ □ 

③仕込み・リハーサル・撤去（施設の消毒時間含む）において余裕
あるスケジュールの設定 □ □ 

④休憩時間や入退場時間の余裕をもった設定 
□ □ 

⑤来場者が多数（1,000 人超）になることが見込まれる公演は「愛
知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針」等に基づいて実

施の可否及び実施する際の必要となる感染予防策について対応
を検討 

□ 
 

⑥大声での発声が伴わない利用については、会場換気等、必要とな
る感染防止策を総合的に講じた利用若しくは、条件が担保できな
い場合の密が発生しない程度の間隔を空けた対策 

□ □ 

⑦公演を中止せざるを得ない事態に至った場合の当館への連絡の
想定 □ □ 

（２）事前周知・広報 

①来場時の密集回避の案内 
（時間に余裕をもった来場、経路分散の来場、エレベーターの４名定員の厳守、中心市街

地の「フリーパーキング加盟駐車場」の紹介） 

 

 

 

□ □ 

②（公財）全国公立文化施設協会が策定した「劇場、音楽堂等にお
ける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン改定版」に従
った取り組みを行う旨の周知 

□  



（３）客席の配席（収容率） 

①主催者側での客席状況の管理や調整（原則として指定席） 
□  

②収容率 100％の場合 
地域の感染の収束状況、公演内容、上演時間、想定される観客層
等を踏まえつつ、来場者による歓声、声援、唱和等などがないこ
とを前提としうる公演 

□ 

 

③収容率 50％の場合 

②以外の公演で、マスク着用と発声の抑制の周知及び個別注意な
ど必要となる感染防止策を総合的に講じた公演 □ 

 

④高齢者や持病のある方が多数来場すると見込まれる公演につい
ては感染リスクが高いことから、より慎重な対応を検討 □  

⑤隣同士を配席とする際の座席ひじ掛けの使用について、原則、左
右いずれかに統一するように要請 □  

⑥舞台から客席は十分な距離を確保 
□  

（４）スタッフ・出演者に関する感染防止策 

①出演者間で最低 1ｍを目安とした十分な間隔の確保 
□ □ 

②公演時の出演者を除き、施設内でのマスク着用の原則と公演前後

や演目ごとの手指アルコール消毒の徹底 □ □ 

③楽屋など不特定多数が触れやすい場所の消毒や、必要箇所への手
指アルコール消毒液の設置 □ □ 

④楽屋などが密にならないための定員調整や換気対策 
□ □ 

⑤ケータリングの感染対策（使い捨て紙食器の使用など） 
□ □ 

⑥機材、備品、用具等の取り扱い者を選定し、不特定多数の共有を
制限（練習、稽古、仕込み、撤去などにおける十分な感染防止対
策） 

□ □ 

⑦公演終了後の施設内での打ち上げ、茶話会などの制限 
□  



（５）来場者に関する感染防止策 

①状況に応じたチケットの振替や払戻等の対策 
□  

②公演主催者側での会場入場時における検温等の対策 
□ □ 

③発熱を感知した場合（平熱と比べて高い発熱がある場合）の入場
制限の対策 □ □ 

④時間差の入退場や動線の確保、人員の配置など、十分な距離（1
ｍ）の間隔を保持できる対策 □ □ 

⑤公演後の出待ちや面会等制限の注意喚起 
  

⑥来場者の氏名及び緊急連絡先の把握（自由席の場合の対策含む） 
□  

⑦配慮が求められる来場者（障がい者や高齢者等）についての対策 
□  

⑧公演前後の感染防止についての注意喚起（交通機関、地域飲食店
等の分散利用等） □ □ 

（６）会場内での感染防止策 

【接触感染防止】 

①会場内の不特定多数が触れやすい場所の定期的な消毒体制 
□ □ 

②手指用消毒液の設置場所の確認 
□ □ 

③入場時のチケットもぎりの簡略化 
□  

④チラシ、パンフレット、アンケート等の手渡しの中止（避けられ
ない場合は手袋の着用を徹底） □  

⑤公演後の面会等、公演関係者と来場者の接触制限の周知 
□  

⑥プレゼントや差し入れ、サイン会等の制限 
□  

⑦機材や備品、用具等の取り扱い者を選定し、不特定多数による共
有の制限 □ □ 

⑧来場者や関係者等、それぞれの立入り可能エリアを限定 
□  



【飛沫感染防止】 

【スタッフ・出演者⇔来場者間の感染防止】 

①感染リスクが高まるような演出の制限 
 （声援を求める、来場者をステージに上げる、ハイタッチ等） □  

②来場者の案内や誘導に際しては十分な間隔（最低 1ｍ）を取り、
マスク着用に加え必要に応じてフェイスシールド等を着用 □  

③来場者と接する窓口（招待受付、当日券窓口）等では、アクリル

板や透明ビニールカーテン等の間仕切りを設置 □  

【来場者⇔来場者間の感染防止】 

①会場内でのマスク着用を必須とし、未着用来場者に対しては配
布、販売、また個別に注意等を行うことで着用を徹底 □  

②休憩時間や入退場時間については、会場の収容人数や収容率、入
退場経路の経路を考慮した余裕のある時間を設定 □  

③休憩時間や入退場時における会話抑制や、ロビー等での近距離に
おける対面での会話や滞留の抑制を周知 □  

④休憩時間や退場時の客席からの移動に対する滞留制御の対策（退 
場時のロビーやエレベーター周辺など混雑が予想される場所で 
のエスカレーターや階段利用の促進案内等） 

□ 
 

⑤トイレでの十分な間隔（最低 1ｍ）を空けた整列の案内 
□  

⑥会場内での食事の制限 
□  

（７）チケット販売、物販、展示等 

①チケット販売時の現金取り扱いの対策（オンライン販売、キャッ
シュレスなどを推奨） □  

②物販や招待受付、当日券販売を行う場合は、その窓口にアクリル
遮蔽版等を設置し、関係者はマスクの着用に加え、必要に応じて
手袋やフェイスシールド等を着用 

□  

③サンプル品・見本品の未設置 
□  

④オペラグラス等の貸出物がある場合は、十分な消毒を実施（十分
な消毒が行えない場合は貸出不可） □  

⑤ロビーを使用する催しは、来場者数の収容人数や収容率、休憩時

の経路などを考慮し、監視員などを置いて滞留を制御 □  



３．感染拡大への防止策 

①公演主催者は、スタッフ及び出演者、来場者等について、可能な
範囲で指名及び緊急連絡先を把握 □ □ 

②①で作成した名簿は一定期間（概ね 1ヵ月間）保持するとともに、
必要に応じて保健所等へ提供されることを事前に周知 □ □ 

③個人情報の保護の観点から、名簿等の保管には十分な対策を講
じ、期間経過後は適切に廃棄 □ □ 

④新型コロナウイルス感染症を発症した感染者等（含む同居者等。）
の情報は要配慮個人情報となるため、その取扱いに注意 □ □ 

 

 

 

 

豊田市コンサートホール・能楽堂を使用するにあたり、本マニュアルを確認の上、 

新型コロナウイルス感染防止に努めます。 

 

 
団体名                              
 
利用日                              
 
代表者                 
 
記入者                 
 

 

《豊田市コンサートホール・能楽堂 確認欄》 
 
担当者                  
 
確認日                  
 
許可番号          


